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【災害救助法の適用による国の中小・小規模事業者支援策】
①特別相談窓口の設置
②災害復旧貸付の実施
　日本政策金融公庫等による災害復旧貸付を実施
③セーフティネット保証 4 号の適用
　信用保証協会が一般保証の別枠で融資額の100％保証
④既存債務の返済条件緩和等の対応
　日本政策金融公庫等による条件変更・貸出手続の迅速化等の対応
⑤小規模企業共済災害時貸付の適用
　契約者に対する即日・低利融資を行う災害時貸付を適用

10月12日に上陸した台風19号により阿
武隈川や吉田川等が氾濫するなど、丸森
町や大郷町をはじめ県内全域にわたり浸
水被害や土砂崩れ等により大きな被害を
もたらしました。

被害を受けられた事業者の皆様に心よ
りお見舞い申し上げます。

本会では、県下全商工会並びに宮城県
よろず支援拠点に特別相談窓口を設置し
ておりますので、ご相談下さい。

台風19号による被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます。

桃生郡河北町（現石巻市）尾ノ崎で創業し、伊勢丹、高島屋等百貨店で販売される日本の主要ブランド（ハ
ナエモリ、ヨウジヤマモト）のシルク製スカーフ等の縫製加工を行う。東日本大震災で工場・設備が全壊
し事業存続が危ぶまれたが、石巻市相野谷地区に工場を復旧。新たな機械導入による生産力向上と縫製技
術の継承とともに、子育て世代の女性も安心して働ける職場環境整備にも取り組んでいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は 5 ページ）

元気な事業所紹介 有限会社　木村屋商事（石巻かほく商工会）
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栄えある受賞おめでとうございます

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等

国
の
予
算
は
大
幅
に
増
大
し
、
個

人
版
事
業
承
継
税
制
の
改
正
等
事

業
承
継
に
対
し
て
国
も
力
を
入
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
を
は
じ
め
と
し
た
人
手

不
足
の
深
刻
化
に
対
す
る
外
国
人

材
の
受
け
入
れ
制
度
拡
充
（
改
正

入
管
法
）
や
働
き
方
改
革
に
向
け

た
支
援
、
助
成
金
の
創
出
な
ど
、

国
の
支
援
施
策
は
確
実
に
手
厚
く

な
っ
て
い
る
。
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
関
し
て
は
、
軽
減
税
率
導

入
後
の
検
証
に
あ
た
っ
て
、
事
業

者
の
負
担
や
免
税
事
業
者
の
取
引

か
ら
の
排
除
な
ど
、
影
響
を
慎
重

に
検
討
す
る
よ
う
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
地

域
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
に
こ
の
様
々
な
施
策
を
上
手
に

活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
説

明
を
頂
戴
し
た
。

続
い
て
、
栗
原
市
商
工
観
光
部

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
佐
藤
英
和
係

長
よ
り
、「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

栗
原
市
は
平
成
二
十
年
の
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
か
ら
三
年
間

で
震
度
六
強
を
超
え
る
地
震
を
三

度
経
験
し
た
全
国
で
も
稀
な
地
域

で
あ
る
。
震
災
か
ら
の
復
旧
だ
け

で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
の

経
験
を
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
の
こ
と
か
ら
、
震
災

か
ら
の
復
興
と
地
域
活
性
化
を
目

指
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た

取
り
組
み
が
始
ま
り
、
関
連
食
品

開
発
等
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

総
合
的
な
事
業
を
通
じ
て
、
交
流

人
口
と
実
人
口
の
増
加
、
雇
用
創

出
、
地
域
産
業
の
発
展
を
目
指
し

て
い
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
や
登
山
客
へ
の
対
応
等
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
佐
藤
氏
か
ら

は
、
今
後
の
受
入
態
勢
整
備
の
取

組
や
大
学
と
の
連
携
を
進
め
て
い

く
旨
回
答
が
な
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
会
長
会
議

で
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
強
化
策
、
市
町
村
に
対
す

る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

に
関
す
る
条
例
制
定
に
向
け
た
要

望
状
況
、
そ
し
て
法
定
経
営
指
導

員
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
慎
重

な
審
議
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
、
希
望
者
に
対
し
専
門
ガ

イ
ド
に
よ
る
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
見
学
を
実
施
し
た
。
地
す
べ
り

で
は
国
内
最
大
級
の
荒
砥
沢
地
す

べ
り
や
冷
沢
崩
落
地
な
ど
の
見
学

を
通
じ
て
、
自
然
災
害
と
そ
の
地

に
暮
ら
す
人
々
と
の
共
生
に
よ
っ

て
地
域
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
こ

と
を
学
ん
だ
。
最
後
に
、
本
年
四

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
栗
駒
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
質
・
地
形
や
生

態
系
な
ど
を
学
ぶ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
、
二
日
間
の
日
程

を
終
了
し
た
。

九
月
二
十
六
日
、
商
工
会
長
セ

ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
が
、
県

内
の
商
工
会
長
等
三
十
二
名
参
加

の
も
と
、
栗
原
市
ハ
イ
ル
ザ
ー
ム

栗
駒
に
て
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
、
全
国

連
宮
本
武
史
専
務
理
事
よ
り
、「
商

工
会
を
取
巻
く
環
境
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が
行

わ
れ
た
。

小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
以
前
に
も
増
し
て
厳
し
く

活発な意見交換が行われた会長会議

専門ガイドによる栗駒山麓ジオパーク見学

小
規
模
企
業
対
策
予
算
大
幅
増
加

︱
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
︱

　この度、商工会関係で次の方々が受賞されることとなりました。
　晴れの栄誉に輝かれたことをお祝い申し上げます。

大
久
保
雄
一
氏

（
川
崎
町
商
工
会　

前
会
長
）

 

秋
の
叙
勲 

【
旭
日
単
光
章
】

小
島　

哲
夫
氏

（
名
取
市
商
工
会　

会
長
）

 

文
化
の
日
表
彰 齋

藤　

昭

氏

（
一
迫
花
山
商
工
会　

前
会
長
）

芳
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の
記
入
方
法
に
つ
い
て
、
城
所
氏

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
入
例
を
参
考
に

詳
し
く
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
第
二
部
で
は
、
宮
城

県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
宮
城
県
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
の
専
門
家
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
よ
り
、
事
業
承
継
支
援

の
活
動
実
績
や
支
援
内
容
等
に
つ

い
て
紹
介
が
な
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
の
個
別
相
談
会
で
は
、
今

後
の
具
体
的
な
事
業
承
継
に
つ
い

て
延
べ
四
社
の
相
談
を
行
っ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
事
業

承
継
に
関
す
る
経
営
者
の
心
構
え

か
ら
最
新
の
事
業
承
継
税
制
の
特

徴
等
に
つ
い
て
、
各
講
師
か
ら
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
参

加
者
に
対
し
事
業
承
継
へ
の
早
期

取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

事業承継のポイントについて解説する城所弘明氏

県内5ブロックで開催（写真は栗原・登米ブロック会場）

出展ブースでは各社一押し商品を積極的にPRした

県内28社のサプライヤーが参加した「食の商談会」

去
る
八
月
二
十
六
日
か
ら
三
〇

日
ま
で
の
五
日
間
、
県
内
五
会
場

に
お
い
て
「
事
業
承
継
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
」
を
延
べ
一
〇
八
名
参
加
の

も
と
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
第
一
部
で
は
、
城
所

会
計
事
務
所
（
東
京
都
）
の
城
所

弘
明
所
長
よ
り
、「
事
業
承
継
に

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
経
営

者
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
、
信

用
、
知
的
財
産
な
ど
の
目
に
見
え

に
く
い
経
営
資
源
の
引
継
ぎ
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
。」
と
し
た
上

で
、
戦
国
武
将
の
武
田
信
玄
、
織

田
信
長
、
徳
川
家
康
が
行
っ
て
き

た
後
継
者
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

「
引
継
ぎ
」
の
特
徴
を
事
例
に
挙

げ
な
が
ら
、
後
継
者
に
対
す
る
経

営
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
対
策

や
後
継
者
に
補
佐
役
を
つ
け
る
方

法
等
、
事
前
準
備
を
早
め
に
し
っ

か
り
と
行
う
こ
と
が
、
事
業
承
継

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
の
説
明
を
頂
戴
し
た
。

ま
た
、
特
例
承
継
計
画
認
定
に

よ
る
贈
与
税
及
び
相
続
税
の
納
税

猶
予
、
さ
ら
に
、
本
年
度
創
設
さ

れ
た
「
個
人
版
事
業
承
継
税
制
」

に
基
づ
く
個
人
事
業
承
継
計
画
書

去
る
九
月
二
十
五
日
、
仙
台
卸

商
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
フ
ェ
ス
タ
」

に
て
、
東
日
本
大
震
災
や
関
連
す

る
風
評
被
害
等
で
販
路
を
失
っ
た

水
産
加
工
業
者
、
新
た
な
販
路
開

拓
を
目
指
す
食
品
製
造
業
者
等
を

対
象
と
し
た
商
談
会
を
宮
城
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
と
の
共
催
で

開
催
し
た
。

当
日
は
、
県
内
及
び
隣
県
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
、
さ
ら
に
本
年
度
よ
り
新

た
に
飲
食
業
者
を
加
え
た
十
七
社

の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、
商
工
会
経

営
指
導
員
や
本
会
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
、
宮
城
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
の
専
門
家
等
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
自
社
商
品
の
販

路
拡
大
を
目
指
す
県
内
二
十
八
社

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
商
談
を
行
っ

た
。商

談
会
開
催
前
の
去
る
六
月

二
十
七
日
に
は
、
参
加
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
商
工

会
経
営
指
導
員
を
対
象
に
「
商
談

力
・
販
売
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
」

を
開
催
し
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る

食
品
業
界
の
最
新
ト
レ
ン
ド
や
、

来
年
四
月
に
控
え
る
食
品
表
示
法

の
本
格
施
行
に
伴
う
事
前
準
備
、

商
談
時
に
必
須
で
あ
る
「
Ｆ
Ｃ
Ｐ

展
示
会
・
商
談
会
シ
ー
ト
」
の
作

成
手
法
等
、
成
約
率
を
高
め
る
た

め
の
事
前
対
策
を
行
っ
た
。
そ
の

成
果
も
あ
り
、
参
加
し
た
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
は
、
バ
イ
ヤ
ー
の
目
に
留

ま
る
よ
う
商
品
の
展
示
陳
列
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
積
極
的
に
自
社
商

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
様
子
が
う
か
が
え

た
。本

会
で
は
、
来
る
十
一
月
十
四

日
に
「
商
談
力
・
販
売
力
向
上
セ

ミ
ナ
ー
Ⅱ
」
を
開
催
し
、
本
商
談

会
に
参
加
し
た
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の

課
題
等
を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、

今
後
も
伴
走
型
支
援
を
通
じ
て
、

バ
イ
ヤ
ー
へ
定
期
的
な
商
品
情
報

の
提
供
を
行
う
な
ど
、
小
規
模
事

業
者
等
の
更
な
る
販
路
拡
大
に
向

け
た
継
続
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

歴
史
に
学
ぶ
事
業
承
継

〜
成
功
の
着
眼
点
は
何
か
？
〜

︱
ブ
ロ
ッ
ク
別
事
業
承
継
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
︱

新
た
な
販
路
拡
大
に
向
け

ー
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ

「
ち
ょ
っ
と
イ
イ
も
の
」
食
の
商
談
会
ー
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地
域
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
等

商
店
街
が
抱
え
る
問
題
・
課
題
解

決
の
一
助
と
す
る
た
め
、
去
る
十

月
十
六
日
Ｔ
Ｋ
Ｐ
仙
台
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
地
域
商
店

街
活
力
向
上
講
演
会
を
開
催
し

た
。第

一
部
で
は
、
山
形
県
七
日
町

商
店
街
振
興
組
合
の
下
田
孝
志
事

務
局
長
よ
り
「
今
あ
る
も
の
と
向

き
合
う
事
」
と
題
し
講
演
い
た
だ

い
た
。
当
商
店
街
に
お
け
る
様
々

な
取
り
組
み
事
例
を
通
じ
て
、
こ

れ
か
ら
の
商
店
街
活
力
向
上
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
持
つ
個
性
を
ま
ち
の
魅
力
と

し
て
顕
在
化
さ
せ
、
可
視
化
し
続

け
る
こ
と
で
あ
る
と
の
説
明
を
頂

戴
し
た
。

第
二
部
で
は
、
本
会
が
昨
年
度

実
施
し
た
「
地
域
商
店
街
繁
盛
店

調
査
研
究
事
業
」
に
て
取
り
上
げ

た
繁
盛
店
の
中
か
ら
、
消
費
者
か

ら
支
持
さ
れ
る
独
自
の
取
り
組
み

を
継
続
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
し

て
い
る
、よ
つ
ば
ｂ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
ｙ
・

よ
つ
ば
ｋ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
代
表　

平
間
香
織
氏
、
杉
原
功
商
店
代
表　

杉
原
崇
氏
を
招
き
、
各
々
の
事
例

に
つ
い
て
発
表
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
回
の
講
演

会
を
通
じ
て
、
商
店
街
の
あ
り
方

や
個
店
の
役
割
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト

を
得
る
事
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら

の
商
店
街
の
発
展
の
た
め
に
活
か

し
て
い
き
た
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
、有
意
義
な
講
演
会
と
な
っ
た
。

商
店
街
活
性
化
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

︱
地
域
商
店
街
活
力
向
上
講
演
会
︱

熱心に聴講する参加者

【お問い合わせ・お申込み】
独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構 東北本部 ⼈材⽀援部
〒980-0811 仙台市⻘葉区⼀番町4-6-1 仙台第⼀⽣命タワービル6階
TEL.022-399-9016 FAX.022-716-1752

独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構（中⼩機構）東北本部では、
中⼩企業が直⾯する最近の経営環境に関する情報提供を⽬的として
＜中⼩企業⼤学校定禅寺セミナー＞を開催しています。

中⼩企業者の防災・減災対策 〜事業継続と信⽤形成〜
会 場：仙台第⼀⽣命タワービル11階会議室(仙台市⻘葉区⼀番町 4-6-1)

2019年11⽉27⽇ ⽔ 14:00〜16:15

対 象：中⼩企業・⼩規模企業者の管理者、中⼩企業⽀援機関の職員等
定 員：５０名
参加申込：事前申込みが必要です。(先着受付順) 定員到達⼜は開講⽇前⽇に締め切ります。

下記ホームページより参加申込書をダウンロードいただき、FAXでお申込下さい。
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/tohoku/institute/index.html

（開場13:30）

中⼩機構東北 ⼈材育成

中⼩企業⼤学校定禅寺セミナー

中⼩企業者の防災・減災対策事例や中⼩企業強靭化法に基づく国等の⽀援策の活⽤事例について
学びます。また関連する国の補助⾦、共済制度をご紹介します。

参加
無料

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

【12月・ 1月の出張相談会開催予定】

場所 開催日

県大河原合同庁舎（大河原町） 12/17㈫、 1 /21㈫

県大崎合同庁舎（大崎市古川） 12/19㈭、 1 /16㈭

県栗原合同庁舎（栗原市築館） 12/20㈮、 1 /17㈮

県石巻合同庁舎（石巻市） 12/10㈫、12/24㈫

県登米合同庁舎（登米市迫町） 12/19㈭、 1 /16㈭

県気仙沼合同庁舎（気仙沼市） 12/18㈬、 1 /15㈬

■開催時間：午前10時～午後 4 時

■定　　員：各日とも 5 名まで（お一人あたり 1 時間の

相談です）

【主催・お問い合わせ・お申し込み】

よろず支援拠点では“出張相談会”を開催します！
お近くの会場であなたの悩みをご相談下さい。
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【
事
業
の
概
要
】

昭
和
五
十
年
代
、
現
在
事
業
を

切
り
盛
り
す
る
専
務
の
母
が
、
縫

製
工
場
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て

創
業
。
ミ
シ
ン
縫
製
技
術
を
社
員

に
伝
え
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
、

平
成
四
年
に
法
人
化
。
現
在
は
、

大
手
百
貨
店
で
販
売
さ
れ
る
ハ
ナ

エ
モ
リ
、
ヨ
ウ
ジ
ヤ
マ
モ
ト
等
日

本
の
主
要
ブ
ラ
ン
ド
の
シ
ル
ク
素

材
ス
カ
ー
フ
、
ハ
ン
カ
チ
の
縫
製

加
工
が
売
上
の
八
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
取
引
先
か
ら
は
シ
ル
ク
製

品
の
仕
上
が
り
の
美
し
さ
に
こ
だ

わ
っ
た
裁
断
や
、
縫
製
に
必
要
な

「
千
鳥
三
巻
」「
本
縫
い
三
巻
」
の

技
術
に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。

【
新
た
な
取
り
組
み
・
転
機
】

東
日
本
大
震
災
で
工
場
・
設
備

の
全
て
が
流
失
、
多
く
の
社
員
が

被
災
し
ま
し
た
。
県
の
「
中
小
企

業
施
設
設
備
復
旧
支
援
事
業
費
補

助
金
」
を
活
用
し
て
、現
在
地
（
旧

河
北
町
内
）
で
工
場
等
を
復
旧
、

震
災
で
離
職
し
た
従
業
員
を
呼
び

戻
し
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
当

社
の
縫
製
技
術
を
評
価
し
て
く
だ

さ
る
関
東
地
方
の
取
引
先
よ
り
、

再
開
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
も
復
旧
の
後
押
し
に
な
り

ま
し
た
。

再
開
後
、
取
引
先
の
望
む
「
高

品
質
製
品
を
短
納
期
で
」
を
実
現

す
る
に
は
人
員
不
足
が
課
題
と
な

り
、
作
業
工
程
の
効
率
化
が
必
要

と
考
え
、
新
た
な
裁
断
機
の
試
作

開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
裁
断

工
程
に
機
械
を
導
入
す
る
こ
と
で

作
業
時
間
の
削
減
が
可
能
と
な
る

と
と
も
に
、
裁
断
に
費
や
す
人
員

を
縫
製
工
程
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

で
、
品
質
維
持
、
短
納
期
は
も
ち

ろ
ん
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
縫
製

技
術
を
熟
練
技
術
者
か
ら
後
進
の

技
術
者
へ
受
け
継
ぐ
体
制
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

裁
断
機
の
開
発
に
は
、
宮
城
県

商
工
会
連
合
会
の
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ダ
ー
の
全
面
的
な
支
援
を

受
け
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を

申
請
し
、
裁
断
機
の
試
作
機
が
完

成
し
ま
し
た
。
現
在
も
裁
断
機
の

改
良
を
続
け
、
進
化
さ
せ
な
が
ら

活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
も

の
づ
く
り
補
助
金
」
へ
の
申
請
、

事
業
計
画
の
作
成
を
き
っ
か
け

に
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
新
た
な

販
路
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
も
永
年
培
っ
て
き
た
熟
練

技
術
者
の
技
術
継
承
に
よ
る
後
継

者
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
縫

製
と
言
う
仕
事
柄
、
女
性
の
就
業

割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て

世
代
の
女
性
も
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
備
し
た
地
元
に
根
差
す

企
業
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

熟練の縫製技術

仕上がりの美しさにこだわったスカーフ

元気な事業所紹介

受け継ぐ・縫製技術を後進の技術者へ
〜後継者育成と地域に安心して働ける職場の提供を目指して〜
有限会社　木村屋商事　専務取締役　木村　仁　氏
住　所：宮城県石巻市相野谷字杉ケ崎30番地1
電　話：0225－25－4492

木村専務ご夫妻

宮城県（地域別）最低賃金 が改定されました。
地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 824円 令和元年10月1日

年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、すべての労働者に適用されます。
賃金が最低賃金以上になっているか、確認してみましょう。

最低賃金に関するお問い合せは、宮城労働局または最寄りの労働基準監督署へ

■ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
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プ
客
も
陶
芸
教
室
に
参
加
で
き
る

よ
う
電
動
ロ
ク
ロ
を
三
台
増
設
し

た
他
、
流
し
台
の
入
替
や
電
気
温

水
器
を
新
た
に
導
入
し
、
顧
客
満

足
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

③
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
新
規
顧

客
の
獲
得

陶
芸
教
室
の
付
加
価
値
の
向
上

と
女
性
客
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
獲

得
を
図
る
た
め
、「
日
高
見
窯
の

器
を
使
っ
た
お
食
事
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

情
報
誌
・
新
聞
へ
の
広
告
掲
載

の
効
果
に
よ
り
認
知
度
が
格
段
に

向
上
し
、
特
に
夏
休
み
や
大
型
連

休
に
は
親
子
で
の
来
店
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
電
動
ロ
ク

ロ
の
増
設
に
よ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
や
グ
ル
ー
プ
客
の
予
約
受
入
が

可
能
と
な
り
、
子
供
会
行
事
で
の

利
用
に
も
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
平
成

二
十
九
年
十
一
月
、
陶
芸

教
室
や
陶
器
販
売
を
経
営

す
る
「
日
高
見
窯
」
を
登

米
市
登
米
町
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

開
店
当
初
は
、
認
知
度

不
足
の
た
め
来
店
客
は
想

定
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
登
米
町
内
を

観
光
す
る
方
や
鳴
子
、
松

島
等
を
観
光
さ
れ
る
方
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
、
販
促
活
動
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
商
工
会
の
経
営

指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
て
販
路
開

拓
の
取
組
み
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

①
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

自
店
の
Ｐ
Ｒ

認
知
度
向
上
の
た
め
、

登
米
・
栗
原
を
配
布
エ
リ

ア
と
す
る
情
報
誌
及
び
県

北
、
岩
手
県
南
を
配
布
エ

リ
ア
と
す
る
新
聞
へ
の
広

告
掲
載
を
行
い
ま
し
た
。

②
新
規
顧
客
層
の
獲
得
を

目
的
と
し
た
設
備
投
資

の
実
施

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
グ
ル
ー

さ
ら
に
、
町
内
の
カ
フ
ェ
と
の

連
携
で
行
っ
た
「
日
高
見
窯
の
器

を
使
っ
た
お
食
事
会
」
も
好
評
を

得
て
お
り
、
互
い
に
リ
ピ
ー
タ
ー

獲
得
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

お
客
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
陶

芸
教
室
を
目
指
し
、
今
後
も
他
業

種
と
連
携
し
た“
陶
芸
教
室
＋
α
”

の
企
画
を
提
案
し
な
が
ら
付
加
価

値
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町
内

で
採
掘
さ
れ
る
ス
レ
ー
ト
を
釉
薬

に
利
用
し
た
作
陶
な
ど
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：日高見窯

代 表 者：鈴木　由香

所 在 地：〒 987-0702

宮城県登米市登米町

寺池桜小路 103

Ｔ Ｅ Ｌ：090-1069-6896

広
告
掲
載
、店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
等

に
よ
る
販
路
開
拓

日
高
見
窯（
み
や
ぎ
北
上
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト �

商工会会員の
皆さまへ

安心補償の
お知らせ！！

商工会の福祉共済「傷害
プラン」に

2,000円、3,000
円、4,000円コース

熱中症の補償を新設!!
個人賠償責任保険

も大好評

商工会・宮城県商工会連合会・全国商工会連合会

この広告は、福祉共済「傷害プラン」の熱中症の補償と個人賠償責任保険（「総合生活保険（個人賠償責任補償）」）の概要を紹介したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明」をよくお読みください。
ご不明な点がありましたら、商工会までお問い合わせください。

2019年9月作成　19-TC03375

※保険の対象となる方またはそのご家族が、補償内容が同様の保険契約を他にご契約されているときには、補償が重複することがあります。ご加入にあたっては補償内容を十分ご確認ください。
※保険金をお支払いする主な場合、保険金をお支払いしない主な場合については、パンフレットの「補償のあらまし」をご確認ください。
※ は償補の」症中熱「、償補の」償賠人個「 傷害ライトプラン、シニア傷害プランには付帯されません。
※個人賠償責任保険について、国内での事故（訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます。）に限り、示談交渉は原則として東京海上日動火災保険株式会社が行います。
※個人賠償責任保険は東京海上日動火災保険株式会社（引受保険会社）が補償する「総合生活保険（個人賠償責任補償）」です。

〈引受保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 ［担当課］広域法人部 法人第一課 東京都千代田区三番町6-4　TEL.03-3515-4147

最高2億円まで補償
猛暑の中、工事
現場作業中に熱
中症になってし
まった。

猛暑の中、スポー
ツをしていたら
熱中症になって
しまった。

他人から借り
たギターをあ
やまって壊し
てしまった！

飼い犬が散歩
中に他人に噛
みつきケガを
させてしまっ
た！

急激かつ外来による日射または熱射により
身体に障害を被ったことをいいます。

●例えば、このような熱中症になったとき

日常生活における様々な
法律上の賠償事故を補償します!

●例えば、このような事故が起きたとき

日常生活や業務中に熱中症になったときに補償

熱中症
とは

熱中症の補償 個人賠償責任保険NEW!
国外は
1億円限度

新しく
熱中症の補償
を追加!

個人賠償の
中身も

パワーアップ!

大人から子どもまで楽しめる陶芸教室

経営指導員の声

事業主の柔らかい接客対応、陶芸教室
での丁寧な指導があってこその事業成果
であったと思います。観光客が多い登米
町にとって、「体験」や「想い出づくり」
ができる貴重な場でもあり、更なる飛躍
のため今後も伴走支援を図って参ります。

みやぎ北上商工会　森　淳



（7）第328号 発行　令和元年11月3日



第328号（8）発行　令和元年11月3日

や
、
上
司
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

パ
ワ
ハ
ラ
と
受
け
止
め
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
そ
う
し
た

状
況
に
配
慮
し
た
部
下
の
育
成
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。

ぐ
に
実
行
で
き
る
わ
か
り
や
す
い
内

容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
席
者
か

ら
は
「
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
」「
他

の
部
員
に
も
聞
か
せ
た
い
」
と
の
評

価
を
多
数
い
た
だ
き
、
今
後
の
経
営

に
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ

た
。

去
る
九
月
二
十
日
、
ホ
テ
ル
白

萩
に
お
い
て
、
県
下
商
工
会
青
年

部
員
五
十
七
名
参
加
の
も
と
、
ア

ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー 

瀬
戸
口 

仁
氏
を
講
師

に
迎
え
、
研
修
会
を
行
っ
た
。

瀬
戸
口
氏
か
ら
は
、
ス
ポ
ー
ツ

記
者
時
代
の
野
球
を
中
心
と
し
た

豊
富
な
取
材
経
験
と
、
日
米
野
球

界
の
選
手
・
監
督
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
踏
ま
え
、「
怒
り
」
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
怒
り
の
頂

点
に
達
す
る
ま
で
の
六
秒
間
を
や

り
過
ご
す
た
め
の
六
つ
の
手
法
や

自
分
と
異
な
る
考
え
の
許
容
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
で
怒
り
を
抱
く
機

会
を
少
な
く
す
る
た
め
の
四
つ
の

手
法
等
に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え

な
が
ら
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
若
者
（
特
に
二
十
代
前

半
）
は
相
手
の
話
を
聞
き
流
す
こ

と
が
難
し
く
、
話
の
全
て
を
受
け

入
れ
よ
う
と
し
て
、
う
つ
状
態
に

陥
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
高
い
こ
と

最
後
に
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
「
自
分
自
身
が
実
践
し
て
、

納
得
す
る
」
こ
と
が
重
要
な
の
で
、

今
日
か
ら
で
も
す
ぐ
に
実
践
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

講
演
終
了
後
、
県
青
連
の
活
動

報
告
と
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
、
加
藤
会
長
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
後
、
未
来
創
造
、
交
流
、
広
報

の
各
委
員
会
を
担
当
す
る
副
会
長

か
ら
今
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
、
研
修
会
は
終

了
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

阿
部
秀
一
君(

丸
森
町)

最
優
秀
賞
受
賞
！ 

全
国
大
会
へ

ー
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会

青
年
部
員
交
流
研
修
会
ー

第
二
十
六
回
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会

並
び
に
令
和
元
年
度
商
工
会
青
年

部
主
張
発
表
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
八
月
二
十
九
日
、

郡
山
市
「
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア

ネ
ッ
ク
ス
」
を
会
場
に
、
本
県
よ

り
四
十
二
名
を
含
む
東
北
・
北
海

道
か
ら
青
年
部
員
四
百
三
十
名
が

参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
本
県
代
表
の
阿
部
秀
一
君
は

「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ｐ
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｅ
〜
水
と
緑
と
私
た
ち
が
輝
く

町
へ
〜
」
と
題
し
て
、
事
業
経
営

で
の
学
び
を
き
っ
か
け
に
、
他
の

青
年
部
員
と
協
力
し
て
町
の
自
然

の
魅
力
を
活
か
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
サ
ウ
ナ
を
開
業
し
、
高
齢
化
が

進
む
町
の
活
性
化
に
繋
が
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
熱
弁
を
奮
っ
た
。

審
査
の
結
果
、
見
事
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
、
十
二
月
四
日
、
五
日
に

愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
会
長
の
奥
村
直
幸
氏
よ
り

「
ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ　

ｂ
ｙ　

ｉ
ｍ

ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ
〜
心
躍
る
“
自
分
”

の
創
造
〜
」
と
題
し
講
演
が
行
わ

れ
、
現
在
全
青
連
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

社
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
習
得
を

目
的
と
し
た
「
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ　
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ　
ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
」
の
内
容

を
中
心
に
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
情
報
交

換
の
輪
が
広
が
り
、
同
じ
志
を
持

つ
他
県
の
若
手
経
営
者
等
と
の
異

業
種
交
流
が
行
わ
れ
る
等
、
本
研

修
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

去
る
九
月
二
十
六
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
を
会
場
に
百

七
名
の
部
員
参
加
の
も
と
商
工
会
女

性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。初

め
に
、「
絶
対
わ
か
る
！
活
用

で
き
る
！
最
近
よ
く
聞
く
事
業
承
継

税
制
っ
て
何
？
」
と
題
し
、
宮
城
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー 

五
十
嵐 

忍
氏
よ
り
、
法
人
版

事
業
承
継
税
制
の
概
要
や
税
制
適
用

に
お
け
る
相
続
税
・
贈
与
税
の
税
額

等
に
つ
い
て
具
体
例
を
も
と
に
ご
説

明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
怒
り
を
笑
い
に
変
え
る

ク
レ
ー
ム
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
谷
厚

志
氏
よ
り
、
企
業
の
お
客
様
相
談
室

で
二
千
件
以
上
の
ク
レ
ー
ム
を
対
応

し
た
経
験
を
も
と
に
、「
お
客
様
の

怒
り
を
笑
顔
に
変
え
る
！
ク
レ
ー
ム

対
応
講
座
」
と
題
し
講
演
を
頂
戴
し

た
。講

演
の
中
で
谷
氏
は
、「
ク
レ
ー

ム
は
お
客
様
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

で
あ
り
、
ク
レ
ー
ム
を
学
び
に
変
え

る
意
識
を
持
つ
こ
と
で
恐
怖
心
が
な

く
な
る
こ
と
等
、
ク
レ
ー
ム
対
応
の

ポ
イ
ン
ト
を
参
加
者
の
笑
い
を
誘
い

な
が
ら
お
話
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
を
引
き
込
む
話
術
と
、
す

講師の瀬戸口氏

最優秀賞を受賞した阿部秀一君（丸森町）

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

︱
青
年
部
正
副
部
長
研
修
会
︱

ク
レ
ー
ム
客
を
フ
ァ
ン
に
変
え
る

対
応
術
を
学
ぶ

︱
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
︱

笑いの絶えない講演となった


